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宇宙食の現状と災害食への活用





















テーション（ISS）では、2015 年には 1 回の宇宙滞































































目的 ○ 心身の健康維持(栄養、楽しみ) 心身の健康維持(栄養、楽しみ)
搬運らか上地に的期定で船給補法達調 ①災害に備えて家庭、企業、自治体が備蓄②発災後、被災地外から調達し運搬
利用期間　短い場合 1960年代はチューブ入りなど 3日間生き延びるための非常食
利用期間 長い場合 ○ 滞在全期間(ISSでは半年) 通常の生活が戻るまでの災害食(数か月)
要不要必微小重力環境下での摂取機能






健康を考慮した栄養成分 ○ 必要 必要
包装資材の条件 ○ 強靭性（含減圧環境）、コンパクト性 強靭性、コンパクト性
安全性(包装資材) 燃焼時の有害ガス発生なし 不要
要必要必理管の等同は又P（※）CCAH)品食(性全安







































　ISS への物資の補給は数か月に 1 度程度しか行わ
れないことから、宇宙食は常温で少なくとも製造







































ており、ISS 内で使用した水の 9 割以上がリサイク
ルされ、飲料水や宇宙食の加水用としても用いら
れている。物資の ISS への打上げには 1 kg 当り数
百万円かかるため、水分を抜いて軽くした加水食
品は打上げコストの面でメリットが大きい。

















































（DHA,EPA） J ｇ 　 2.2以上 1.8以上 30～49歳の目標量 抗血栓作用、心筋梗塞防止効果
コレステロール J ｍｇ 　 750未満 600未満 18歳以上の目標量 虚血性心疾患と関係
炭水化物 ％ 総エネルギーの50 18歳以上の目標量 糖質と食物繊維の総称、主要なエネルギー源
食物繊維 ｇ 10～25 19以上 17以上 18歳以上の目標量 生活習慣病の発症に関連
N ml エネルギー1kcal当たり　1.0～1.5
ビタミン（脂溶性）
A μｇ 1000 850 700 30～49歳の推奨量 視覚機能調節と深い関係
成合で内体人とるた当に光日、係関に育発や成形の骨量安目の上以歳8101ｇμD
E ★ ｍｇ 20 7 6.5 18歳以上の目安量 抗酸化作用があるとされ、過酸化脂質の生成を抑制





（チアミン） ｍｇ 1.5 1.4 1.1 30～49歳の推奨量 糖質分解時の補酵素
B2
（リボフラビン） ｍｇ 2 1.6 1.2 30～49歳の推奨量 エネルギーの代謝促進
ナイアシン 　 ｍｇ 20 15 12 30～49歳の推奨量 各種の酵素の補酵素、アセトアルデヒドの分解































ｍｇ 350（男性）280（女性） 370 290 30～49歳の推奨量 筋肉の興奮性に関与
P









（亜鉛） ｍｇ 15 12 9 30～49歳の推奨量 各種の酵素の構成成分
Cu








（セレン） ★ μｇ 70 30 25 18歳以上の推奨量 抗酸化作用を持つ酵素の成分
Cr




































































　2009 年 3 月から JAXA の若田光一宇宙飛行士が
























日本（JAXA） 28 × ○ ISS滞在日本人宇宙飛行士用のボーナス食として、日本人滞在時にISSに供給（28種類のカタログ化完了）。
ESA 不明 × ○ 宇宙船内でのイベント用にフランス料理のコース料理（缶詰）を開発して搭載した実績がある。
カナダ 不明 × ○ 自国の宇宙飛行士のISS滞在用に、カリブージャーキーやメープルシロップ入りクッキーを開発し、搭載した。













主食 JS001 しょうゆラーメン 乾燥 JAXA指定品 JAXA指定品 宇宙専用レシピ
JS002 シーフードラーメン 乾燥 JAXA指定品 JAXA指定品 宇宙専用レシピ
JS003 カレーラーメン 乾燥 JAXA指定品 JAXA指定品 宇宙専用レシピ
JS004 白がゆ 温度安定化 宇宙専用レシピ
燥乾飯白500SJ JAXA指定品 JAXA指定品
燥乾飯赤600SJ JAXA指定品 JAXA指定品
JS007 山菜おこわ 乾燥 JAXA指定品 JAXA指定品
JS008 おにぎり　鮭 乾燥 JAXA指定品 JAXA指定品
副菜 JF001 サバの味噌煮 温度安定化 宇宙専用レシピ
JF002 イワシのトマト煮 温度安定化 宇宙専用レシピ
JF003 サンマの蒲焼き 温度安定化 宇宙専用レシピ
JF004 レトルトビーフカレー 温度安定化 宇宙専用レシピ
JF005 レトルトポークカレー 温度安定化 宇宙専用レシピ
JF006 レトルトチキンカレー 温度安定化 宇宙専用レシピ
汁物 JD001 わかめスープ 乾燥 JAXA指定品 JAXA指定品 宇宙専用レシピ
飲料 JI001 粉末緑茶 乾燥 JAXA指定品 JAXA指定品
JI002 粉末ウーロン茶 乾燥 JAXA指定品 JAXA指定品
デザート 態形然自飴黒100DJ
JD002 ミントキャンディー 自然形態
JD003 羊羹（小倉） 自然形態 市販品内装 JAXA指定品
JD004 羊羹（栗） 自然形態 市販品内装 JAXA指定品
JD005 キシリトールガム(ライムミント） 自然形態 自社内装 JAXA指定品
JD006 プルーンエクストラクト 自然形態 自社内装 JAXA指定品
調味料 JC001 トマトケチャップ 自然形態 市販品内装 JAXA指定品
JC002 野菜ソース 自然形態 市販品内装 JAXA指定品
JC003 マヨネーズ 自然形態 市販品内装 JAXA指定品
飲料 JK001 野菜飲料ゼリー（トマト） 自然形態 市販品内装 JAXA指定品










































量は、発災後 1 週間に最大で約 3,400 万食と想定し
ている17）。そして「各家庭や企業に対して最低でも








































めている。JAXA も 2013 年に募集した新しい宇宙
日本食の候補については、1 パック当たりのナトリ
ウム量が 1000 mg 以下であることを求めている。こ
れは食塩換算で約 2.5 g に相当し、これを満足する
食品を 1 日 3 食食べても、日本人男性の現在の基準
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